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１．

２．

はじめに 
 
本書は、ＡＺ９３６０ＳＤＫ上で動作するＳＮＭＰのパラメータと、ＳＮＭＰでアクセス可能なＭＩＢ情報のカスタ
マイズ方法について明記します。 
 
 

ファイル構成 
 
２.１ ディレクトリ構成 
 
ＡＺ９３６０ＳＤＫをインストール後、以下のフォルダにＭＩＢ用のファイルが展開されます。 
  \itron\tcp\ 
       MIB_TABLE.C    MIB 情報登録テーブルファイル 
       MIB_SYS.C      標準 MIB SYSTEM グループ用アクセス関数群ファイル 
       MIB_IF.C       標準 MIB I/F グループ用アクセス関数群ファイル 
       MIB_TABLE.H    MIB 情報登録テーブルヘッダファイル 
       MIB_USER.H     MIB 情報ユーザーカスタマイズヘッダファイル 
 
 
２.２ ファイル構成 
 

（１） ＳＮＭＰ関連ファイル 

ファイル名 ファイル種別 説明 

SNMP_USER.C Source SNMP ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定用 Source ファイルです。 

PS_SNMP.H Header SNMP の Header ファイルです。 

SNMP_IF.H Header SNMP-APL 間 I/F 宣言ファイルです。 

SNMP_DATA.H Header ﾌﾟﾛﾄｺﾙｽﾀｯｸ内の MIB データエリアの宣言ファイルです。 

 
 

（２） ＭＩＢ関連ファイル 

ファイル名 ファイル種別 説明 

MIB_TABLE.C Source MIB 情報登録ファイルです。 

MIB_SYS.C Source 標準ＭＩＢsystem ｸﾞﾙｰﾌﾟ用ｻﾝﾌﾟﾙ Source ファイルです。 

MIB_IF.C Source 標準ＭＩＢinterface ｸﾞﾙｰﾌﾟ用ｻﾝﾌﾟﾙ Source ファイルです。 

MIB_TABLE.H Header MIB 登録用のヘッダファイルです。 

MIB_USER.H Header MIB 登録のうち、ユーザカスタマイズの必要な項目を集めたヘッダファイルです。
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２.３ ＳＮＭＰファイル詳細 
 
２.３.１ ヘッダファイル 

 
（１）   ＰＳ＿ＳＮＭＰ．Ｈ 

     ＳＮＭＰ用ヘッダファイルです。 
     ユーザカスタマイズの必要な項目はありません。 
 

（２）   ＳＮＭＰ＿ＩＦ．Ｈ 
     ＳＮＭＰの開始／停止、およびＴｒａｐ送信の制御用Ｉ／Ｆ関数のプロトタイプ宣言を行っている 
     ファイルです。 
     ユーザカスタマイズの必要な項目はありません。 
      

（３）   ＳＮＭＰ＿ＤＡＴＡ．Ｈ 
     ｙＳＯＣＫ６内部で使用するＭＩＢデータエリアの宣言ファイルです。 
     ユーザカスタマイズの必要な項目はありません。 
     また、ＡＰＬでインクルードを行う必要もありません。 
 
 
２.３.２ ソースファイル 

 
（１）   ＳＮＭＰ＿ＵＳＥＲ．Ｃ 

     ＳＮＭＰパラメータの初期化関数群です。 
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２.４ ＭＩＢ情報ファイル詳細 
 
２.４.１ ヘッダファイル 

 
  （１）ＭＩＢ＿ＴＡＢＬＥ．Ｈ 
     各種ＭＩＢ情報用の構造体宣言等を行っているファイルです。 
     ユーザカスタマイズを行う項目はありません。 
 
  （２）ＭＩＢ＿ＵＳＥＲ．Ｈ 
     ＭＩＢ情報の登録を行う際に、ユーザカスタマイズが必要なものを宣言しているファイルです。 
     以下に各項目の説明を行います。 
 
    ①#define 宣言 
     ・#define  ENTRY_MIB_NUM 
      ＭＩＢ情報テーブルに登録するＭＩＢの数を示します。 
      サンプルでは、“１０９”となっています。 
      尚、ストッパ分は、除いてください。 
 
     ・#define  ENTRY_FIXOID_NUM  
      ＭＩＢ番号の固定番号登録テーブルに登録する固定番号情報の数を示します。 
      サンプルでは、標準ＭＩＢ群を登録しているので、“１”となっています。 
      最大３（３件分）まで指定可能です。 
 
     ・#define  ENTRY_TRAP_NUM 
      トラップ送信情報テーブルに登録するＴｒａｐの数を示します。 
      最大１６まで指定（登録）可能です。 
       
  ・#define ENTRY_TRAPID_COMMUNITY 
      コミュニティ名ＮＧＴｒａｐの登録ＩＤを示します。 
 
  ・#define ENTRY_TRAPID_BOOT 
  ＣｏｌｄスタートＴＲＡＰの登録ＩＤを示します。 
 
  ・#define ENTERPRISE_OID_LEN 
  エンタープライズ番号のレングスを示します。 
 
  ・#define ENTERPRISE_OID 
     エンタープライズ番号を示します。 
 
  ・#define PRIVATEMIB_BASE_OID_LEN 
  プライベートＭＩＢのベースＭＩＢ番号レングスを示します。 
 
  ・#define PRIVATEMIB_BASE_OID 
     プライベートＭＩＢのベースＭＩＢ番号を示します。 
 
    ②プロトタイプ宣言 
     ＭＩＢデータのＧｅｔ／Ｓｅｔ関数等、ＭＩＢ情報テーブルに登録する関数のプロトタイプ宣言 
     を行ってください。 
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２.４.２ ソースファイル 

 
（１） ＭＩＢ＿ＴＡＢＬＥ．Ｃ 

      ＳＮＭＰで読み出すＭＩＢ情報を登録するテーブル群ファイルです。ユーザーでカスタマイズ 
      することができます。 
 

（２） ＭＩＢ＿ＳＹＳ．Ｃ 
      標準ＭＩＢのＳｙｓｔｅｍグループにあるＭＩＢデータのアクセス関数群です。ユーザーでカス 
      タマイズすることができます。 
 

（３） ＭＩＢ＿ＩＦ．Ｃ 
      標準ＭＩＢのＩｎｔｅｒＦａｃｅグループにあるＭＩＢデータのアクセス関数群です。 
      ユーザーでカスタマイズすることができます。 
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３．ＭＩＢの登録 
 本ＳＮＭＰでは、使用するＭＩＢの情報を、独自のテーブルに登録する必要があります。 
  
 

３.１ ＭＩＢ情報の登録 
ｍｉｂ＿ｔａｂｌｅ．ｃに、サポートするＭＩＢオブジェクトの情報を登録するテーブルが宣言されています。 
 
このテーブルに必要な情報をセットすることにより、ＭＩＢオブジェクトの登録をすることが可能です。 
 
３.１.１ ＭＩＢ情報 登録テーブルの説明 

 
 ＭＩＢ情報を登録するテーブルの構造は、あらかじめＭＩＢ＿ＴＡＢＬＥ．Ｈに宣言されています。 
 
（１）テーブル構造体 
 
struct MIB_INFO_TBL { 
 U16  ObjectLength;  /* オブジェクトレングス  */ 
 U8  ObjectID[32];  /* オブジェクト ID  */ 
 U16  AccessLevel;  /* アクセスレベル   */ 
 U16  DataKind;  /* データ種別   */ 
 T_DATA_ACCSESS Read;   /* Read データのアクセスポインタ */ 
 T_DATA_ACCSESS Write;   /* Write データのアクセスポインタ */ 
 U32  (*GetObjectType)(); /* MIB ﾃﾞｰﾀ数取得関数のﾎﾟｲﾝﾀ  */ 
 U32  (*GetInstIdentfer)(); /* ｲﾝｽﾀﾝｽ識別子取得関数のﾎﾟｲﾝﾀ  */ 
 struct MIB_INFO_TBL *NextMib; /* 次の登録 MIB ﾃｰﾌﾞﾙﾎﾟｲﾝﾀ  */ 
}; 
typedef struct MIB_INFO_TBL  MIB_TBL; 
 
 
（２）テーブル宣言 
const MIB_TBL SNM_MibTable[ENTRY_MIB_NUM+1] = { 
  ・ 
  ・ 
  ・ 

/*== [] ストッパ（ﾃｰﾌﾞﾙの最後には必ずこのﾃﾞｰﾀを入れる）  ==*/ 
 {TABLE_STOPPER,     /* オブジェクトレングス */ 
  {0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0}, /* オブジェクト ID */ 
  TABLE_STOPPER,     /* アクセスレベル   */ 
  TABLE_STOPPER,     /* データ種別   */ 
  (void *)TABLE_STOPPER,    /* Read 関数のポインタ  */ 
  (void *)TABLE_STOPPER,    /* Write 関数のポインタ  */ 
  (void *)TABLE_STOPPER,    /* 予約エリア１   */ 
  (void *)TABLE_STOPPER,    /* 予約エリア２   */ 
  (MIB_TBL *)TABLE_STOPPER    /* 予約エリア３   */ 
 } 
}; 
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（３）各メンバ説明 
 
  ① ObjectLength 
    登録ＭＩＢのＭＩＢ番号（以下ＯＩＤ）のレングスを設定するエリアです。 
    このエリアのサイズは、１６ｂｉｔですが、設定可能な値は、１～３２までとなります。 
 
   ｅｘ）iso(1).org(3).dod(6).internet(1).mgmt(2).mib-2(1).system(1).sysDescr(1)を登録する場合 
       ObjectLength＝８となります。 
 
  ② ObjectID[32] 
    登録ＭＩＢのＯＩＤを設定するエリアです。 
    ３２桁まで設定することが可能です。 
 
   ｅｘ）iso(1).org(3).dod(6).internet(1).mgmt(2).mib-2(1).system(1).sysDescr(1)を登録する場合 
      ObjectID[32]={1,3,6,1,2,1,1,1,0,0･･････0}となります。 
 
  ③ AccessLevel 
    ＭＩＢオブジェクトのアクセスレベルを設定するエリアです。 
    アクセスレベルとは、Ｒｅａｄ Ｏｎｌｙ／Ｒｅａｄ Ｗｒｉｔｅ／Ｎｏｔ Ａｃｃｅｓｓｉｂｌｅ 
    のことを示します。 
    このエリアに設定できる値は、以下の通りとなっております。 
    設定する際には、必ずシンボルを使用してください。 
 

表３.１.１－１ アクセスレベル一覧 
 
 
 
 
 
 

アクセスレベル コード シンボル 備考 

Read Only 0x01 READ_ONLY  

Read/Write 0x03 READ_WRITE  

Not Accsess 0x8000 NOT_ACCESSIBLE  

 
 ｅｘ）iso(1).org(3).dod(6).internet(1).mgmt(2).mib-2(1).system(1).sysDescr(1)を登録する場合 
  アクセスレベル＝ＲＥＡＤ＿ＯＮＬＹとなります。 
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  ④ DataKind 
    ＭＩＢデータのデータ種別及び、データのＧｅｔ／Ｓｅｔを行う際のアクセス方法を設定するエリア 
    です。 
    本エリアには、データ種別と、アクセス方法を ORSET した情報を設定してください。 
 
    データ種別として設定できる値は、以下のとおりです。実際に設定を行う場合は、シンボル定義を 
    使用してください。 
 

表３.１.１－２ データ種別一覧 
 

データ種別 ｺｰﾄﾞ シンボル定義 備考 

INTEGER 0x02 INTEGER MIB ﾃﾞｰﾀが整数値の場合に使用する 

OCTET STRING 0x04 OCTET_STRING MIB ﾃﾞｰﾀが文字列の場合に使用する 

OBJECT IDENTIFER 0x06 OBJECT_IDENTIFER MIB ﾃﾞｰﾀが別の OID(ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ MIB 等)の場合に使用する 

PhysAddress 0x04 PHYS_ADDRESS MIB ﾃﾞｰﾀが H/W ｱﾄﾞﾚｽの場合に使用する。 

IpAddress 0x40 IP_ADDRESS MIB ﾃﾞｰﾀが IP アドレスの場合に使用する 

Counter 0x41 COUNTER MIB ﾃﾞｰﾀがｶｳﾝﾀの場合に使用する 

Gauge 0x42 GAUGE  

TimeTicks 0x43 TIME_TICKS MIB ﾃﾞｰﾀが 10msec 積算タイマ値の場合に使用する 

Opaque 0x44 OPAQUE  

 
 
   アクセス方法は、ＭＩＢデータのＧｅｔ／Ｓｅｔを行う際に、データを設定しているエリアを直接 
   アクセスするか、関数経由にてアクセスするかの識別フラグです。 
   本フラグの設定により、以降 Read 及び Write エリアに設定する内容が変わります。 
   Read 及び、Write エリアにつきましては、次項を参照ください。 
 
   尚、アクセス方法には以下の制限次項があります。 
 
    i)エリア直接制御を行えるのは、データ種別が、３２ｂｉｔデータのときだけです。 
         （32bit データ=Integer,Counter,Gauge,TimeTicks,Opaque） 
     その他のデータ種別の場合は、必ず関数経由アクセスとしてください。 
 
    ⅱ)テーブル型ＭＩＢのデータアクセスにつきましては、データ種別にかかわらず、必ず関数経由 
      アクセスを設定してください。 
 

表３.１.１－２ アクセス方法一覧 
 

シンボル定義 コード アクセス方法 

ACFLG_AREA 0xC000 エリア直接アクセス 

ACFLG_FUNC 0x8000 関数経由アクセス 

 
 
 
 ｅｘ）iso(1).org(3).dod(6).internet(1).mgmt(2).mib-2(1).system(1).sysDescr(1)を登録する場合 
  DataKind＝ACFLG_FUNC | OCTET_STRING となります。 
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⑤ Read 
  ＭＩＢデータのＧｅｔを行う場合の、アクセスポインタを設定するエリアです。 
 DataKind エリアにて設定したアクセス方法により、ＭＩＢデータが格納されているエリアのポインタか、 
 ＭＩＢデータをＲｅａｄする関数のポインタかどちらかを設定してください。 
 
 ⅰ)T_DATA_ACCSESS の構成 
   T_DATA_ACCSESS は、MIB_TABLE.H にあらかじめ宣言されています。 
  typedef union { 
   U32  *Dataptr; /* エリア直接アクセス用ポインタ */ 
   S32  (*Func)( ); /* 関数経由アクセス用ポインタ */ 
  }T_DATA_ACCSESS; 
 
 ⅱ)Ｒｅａｄ関数の定義 
  関数経由にて MIB データをＲｅａｄする場合は、以下の条件に沿って関数を作成し、その関数のポインタ 
  を Read エリアに設定してください。 
   
  ・関数定義 
   Ｓ３２ ＲｅａｄＦｕｎｃ（T_MIBDATA *ptr，Ｕ３２ ＩｎｓｔＮｕｍ） 
 
  ・引数 
    ＳＮＭＰより Read 関数を CALL する際には、以下の引数を使用いたします。 
   T_MIBDATA ＊pt    ＝ Ｒｅａｄデータを格納するエリアのポインタ 
      Ｕ３２ ＩｎｓｔＮｕｍ ＝ 読み出すデータのＩｎｄｅｘ値（０～） 
 
      T_MIBDATA につきましては、MIB_TABLE.H にあらかじめ宣言されています。 
  typedef struct { 
   U32  length;  /* Read ﾃﾞｰﾀのﾚﾝｸﾞｽ数格納先ｴﾘｱ   */ 
   union {                     /* 32bit ﾃﾞｰﾀ以外の場合に使用    */ 
    U32 *d_32bit; /* 32bit ﾃﾞｰﾀの場合のﾃﾞｰﾀ格納先ﾎﾟｲﾝﾀ */ 
    U8 *d_str;  /* 32bit ﾃﾞｰﾀ以外のﾃﾞｰﾀ格納先ﾎﾟｲﾝﾀ   */ 
   }DataPtr; 
  } T_MIBDATA; 
 
  ・戻り値 
  １    ：正常終了 
  ０    ：異常終了 
 
※関数名は、ユーザーにて任意に決定してください。 
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⑥Write 
 
  ＭＩＢデータのＳｅｔを行う場合の、アクセスポインタを設定するエリアです。 
 DataKind エリアにて設定したアクセス方法により、ＭＩＢデータを格納するエリアのポインタか、 
 ＭＩＢデータをＷｒｉｔｅする関数のポインタかどちらかを設定してください。 
 
 ⅰ)T_DATA_ACCSESS の構成 
   ⑤Read と同一の共用体を使用します。 
    
 ⅱ)Ｗｒｉｔｅ関数の定義 
  関数経由にて MIB データをＷｒｉｔｅする場合は、以下の条件に沿って関数を作成し、その関数の 
  ポインタを Write エリアに設定してください。 
   
  ・関数定義 
   Ｓ３２ ＷｒｉｔｅＦｕｎｃ（T_MIBDATA *ptr，Ｕ３２ ＩｎｓｔＮｕｍ） 
 
  ・引数 
   T_MIBDATA ＊pt    ＝ Ｒｅａｄデータを格納するエリアのポインタ 
      Ｕ３２ ＩｎｓｔＮｕｍ ＝ 読み出すデータのＩｎｄｅｘ値（０～） 
 
      T_MIBDATA につきましては、MIB_TABLE.H にあらかじめ宣言されています。 
 
  typedef struct { 
   U32  length;  /* Write ﾃﾞｰﾀのﾚﾝｸﾞｽ数を示す          */ 
   union {                     /* 32bit ﾃﾞｰﾀ以外の場合に使用します         */ 
    U32 *d_32bit; /* 32bit ﾃﾞｰﾀの場合の Write ﾃﾞｰﾀ格納ﾎﾟｲﾝﾀ  */ 
    U8 *d_str;  /* 32bit ﾃﾞｰﾀ以外の Write ﾃﾞｰﾀ格納先ﾎﾟｲﾝﾀ  */ 
   }DataPtr; 
  } T_MIBDATA; 
 
 
  ・戻り値 
  １    ：正常終了 
  ０    ：異常終了 
 
※関数名は、ユーザーにて任意に決定してください。 
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⑦ GetObjectType 
 
ＭＩＢが保持しているデータ数を取得する関数のポインタを登録するエリアです。 
ＭＩＢがスカラー型の場合は、保持しているデータ数は１となります。 
 
Ｕ３２ ＧｅｔＯｂｊｅｃｔＴｙｐｅ（ｖｏｉｄ） 
 
引数 ： なし 
 
戻り値： １～０ｘｆｆｆｆｆｆｆｆ（データ数） 
 
※関数名は、ユーザーにて任意に決定してください。 
 
 
⑧ GetInstIdentfer 
 
ＯＩＤに付加するインスタンス識別子を取得する関数のポインタを登録するエリアです。 
ＭＩＢオブジェクトがスカラー型の場合は、インスタンス識別子は、必ず“０”となります。 
 
Ｕ３２ ＧｅｔＩｎｓｔａｎｃｅ（Ｕ３２ ＩｎｓｔＮｕｍ， Ｕ８ ＊Ａｒｅａ） 
引数 ： ＩｎｓｔＮｕｍ＝ 要求しているデータのインデックス値 
     ＊Ａｒｅａ  ＝ インスタンス識別子を格納するエリアのポインタ 
 
戻り値： インスタンス番号のレングス（≧１） 
 
※関数名は、ユーザ－にて任意に決定してください。 
 
 
⑨ NextMib 
 
  ＭＩＢＯＩＤ上、次に位置するＭＩＢオブジェクトの情報テーブルのポインタを登録するエリアです。 
  最後に位置している場合は、ＮＵＬＬコードを設定してください。 
 
 
（４）ＭＩＢ登録の注意 
  ＭＩＢ情報テーブルに、ＭＩＢを設定する場合は、ＯＩＤの昇順に並べて設定してください。 
  昇順に並べていない場合、ＳＮＭＰマネージャからのＧｅｔＮｅｘｔフレームに対する応答が正常に行え 
  なくなる場合がありますので、ご注意ください。 
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３.１.２ 固定ＯＩＤの登録 

 
ＳＮＭＰマネージャからの要求ＯＩＤを、ＭＩＢ情報テーブルから検索する際に、検索処理を簡素化するため、 
ＯＩＤの先頭部分からの共通部分を指定していただく必要があります。 
（以降、共通部分を固定 OID といたします。） 
 
標準ＭＩＢ（標準ＭＩＢ）のみ登録する場合は、サンプルソースのままとしておくことをお勧めします。 
別途、プライベートＭＩＢを登録する場合は、標準ＭＩＢのあとにプライベートＭＩＢの固定ＯＩＤを登録 
してください。 
 
（１）固定ＯＩＤ 登録テーブルの構成 
 
  typedef struct { 
   U16 Length;  /* 固定 OID のレングス   */ 
   U8 Oid[32];  /* OID     */ 
  }FIX_OID_TBL; 
 
 
  以下に各メンバの説明を記載いたします。 
  尚、設定サンプルにつきましては、ＭＩＢ＿ＴＡＢＬＥ．Ｃを参照願います。 
 
  ① Length 
  固定 OID のﾚﾝｸﾞｽ数を設定いたします。 
     １６ｂｉｔエリアですが、実際は、１～３２までの範囲を設定可能としています。 
 
  ② Oid[32] 
     固定ＯＩＤを設定いたします。 
     ＭＡＸ３２桁まで設定可能としています。 
 
（２）固定ＯＩＤ登録テーブルの宣言 
  ＭＩＢ＿ＴＡＢＬＥ．Ｃに固定ＯＩＤ登録テーブルの宣言を行っております。 
  必要に応じて、本テーブルに設定の追加＆修正を行ってください。 
 
   const FIX_OID_TBL SNM_FixOidTbl[ENTRY_FIXOID_NUM+1] = { 
  {5, {1,3,6,1,2,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0}}, 
      ･ 
      ･ 
      ･ 
  /*== [] ストッパ（ﾃｰﾌﾞﾙの最後には必ずこのﾃﾞｰﾀを入れる）  ==*/ 
  {TABLE_STOPPER,{0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0}} 
   }; 
 
 
（３）固定ＯＩＤ設定時の注意事項 
   
  ＭＩＢの検索を行う際に、下３桁以上のＯＩＤを使用します。そのため、固定ＯＩＤを設定する場合、 
  固定ＯＩＤを除いたときの、残りのＭＩＢのＯＩＤが３桁以上になるようにしてください。 
 
  ※サンプル設定での、iso(1).org(3).dod(6).internet(1).mgmt(2).mib-2(1).system(1).sysDescr(1)の 
   残りＯＩＤは、1.1.1 となります。 
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３.２ 登録済みＭＩＢ 
 
あらかじめ標準ＭＩＢのうち、必須項目となっているグループ及び、ＳＮＭＰグループをサンプルとして、 
登録しております。 
登録済みＭＩＢ以外で必要なＭＩＢがある場合は、ソースファイルを参考に登録を行ってください。 
 
また、あらかじめ登録してあるＭＩＢが不要な場合は、コメントアウトにより、削除可能となっております。 
 
登録済みの標準ＭＩＢは、以下のとおりです。 
 
Ｓｙｓｔｅｍグループ 
ＩＰグループ 
ＩＣＭＰグループ 
ＴＣＰグループ 
ＵＤＰグループ 
ＳＮＭＰグループ 
 
 
 
３.２.１ Ｓｙｓｔｅｍグループ  

 
 （１）ＭＩＢ構成 
 
 iso(1).org(3).dod(6).internet(1).mgmt(2).mib-2(1).system(1) 
  sysDescr(1) 
  sysObjectID(2) 
  sysUpTime(3) 
  sysContact(4) 
  sysName(5) 
  sysLocation(6) 
  sysServices(7) 
 
（２）注意事項 
  sysObjectID および、sysUpTime は Trap フレーム送信時に必要な MIB です。 
  標準 MIB を使用しない場合でも、この２項目は残しておくことをお勧めします。 
 

14/23 



 
３.２.２ ＩＰグループ  

 
ipForwardTable につきましては、ySOCK2 未サポート機能についての情報であるため、削除しております。 
 
（１）ＭＩＢ構成 
 
 iso(1).org(3).dod(6).internet(1).mgmt(2).mib-2(1).ip(4) 
  ipForwarding(1) 
  ipDefaultTTL(2) 
  ipInReceives(3) 
  ipInHdrErrors(4) 
  ipInAddrErrors(5) 
  ipForwDatagrams(6) 
  ipInUnknownProtos(7) 
  ipInDiscards(8) 
  ipInDelivers(9) 
  ipOutRequests(10) 
  ipOutDiscards(11) 
  ipOutNoRoutes(12) 
  ipOutDiscards(13) 
  ipOutNoRoutes(14) 
  ipReasmTimeout(15) 
  ipReasmReqds(16) 
  ipReasmOKs(17) 
  ipReasmFails(18) 
  ipReasmFragOKs(19) 
  ipFragFails(20) 
  ipFragCreates(21) 
  ipAddrTable(22).ipAddrEntry(1).ipAdEntAddr(1) 
           ipAdEntIfIndex(2) 
           ipAdEntNetMask(3) 
           ipAdEntBcastAddr(4) 
           ipAdEntReasmMaxSize(5) 
  ipNetToMediaTable(24).ipNetToMediaEntry(1).ipNetToMediaIfIndex(1) 
           ipNetToMediaPhyAddress(2) 
           ipNetToMediaNetAddress(3) 
           ipNetToMediaType(4) 
  ipRoutingDiscards(25) 
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３.２.３ ＩＣＭＰグループ 

 
 iso(1).org(3).dod(6).internet(1).mgmt(2).mib-2(1).icmp(5) 
  icmpInMsgs(1) 
  icmpInErrors(2) 
  icmpInDestUnreachs(3) 
  icmpInTimeExcds(4) 
  icmpInParmProbs(5) 
  icmpInSrcQuenchs(6) 
  icmpInRedirects(7) 
  icmpInEchos is(8) 
  icmpInEchoReps(9) 
  icmpInTimestamps(10) 
  icmpInTimestampReps(11) 
  icmpInAddrMasks(12) 
  icmpInAddrMaskReps(13) 
  icmpOutMsgs(14) 
  icmpOutErrors(15) 
  icmpOutDestUnreachs(16) 
  icmpOutTimeExcds(17) 
  icmpOutParmProbs(18) 
  icmpOutSrcQuenchs(19) 
  icmpOutRedirects(20) 
  icmpOutEchos(21) 
  icmpOutEchoReps(22) 
  icmpOutTimestamps(23) 
  icmpOutTimestampReps(24) 
  icmpOutAddrMasks(25) 
  icmpOutAddrMaskReps(26) 

 
 

３.２.４ ＴＣＰグループ 
 
 tcpConnTable は未サポートとしています。 
 
 iso(1).org(3).dod(6).internet(1).mgmt(2).mib-2(1).tcp(6) 
  tcpRtoAlgorithm(1) 
  tcpRtoMin(2) 
  tcpRtoMax(3) 
  tcpMaxConn(4) 
  tcpActiveOpens(5) 
  tcpPassiveOpens(6) 
  tcpAttemptFails(7) 
  tcpEstabResets(8) 
  tcpCurrEstab(9) 
  tcpInSegs(10) 
  tcpOutSegs(11) 
  tcpRetransSegs(12) 
  tcpInErrs(14) 
  tcpOutRsts(15) 
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３.２.５ ＵＤＰグループ 

 
 iso(1).org(3).dod(6).internet(1).mgmt(2).mib-2(1).udp(7) 
  udpInDatagrams(1) 
  udpNoPorts(2) 
  udpInErrors(3) 
  udpOutDatagrams(4) 
 
 
３.２.６ ＳＮＭＰグループ 

 
 iso(1).org(3).dod(6).internet(1).mgmt(2).mib-2(1).snmp(11) 
  snmpInPkts(1) 
  snmpOutPkts(2) 
  snmpInBadVersions(3) 
  snmpInBadCommunityNames(4) 
  snmpInBadCommunityUses(5) 
  snmpInASNParseErrs(6) 
  snmpInTooBigs(8) 
  snmpInNoSuchNames(9) 
  snmpInBadValues(10) 
  snmpInReadOnlys(11) 
  snmpInGenErrs(12) 
  snmpInTotalReqVars(13) 
  snmpInTotalSetVars(14) 
  snmpInGetRequests(15) 
  snmpInNexts(16) 
  snmpInSetRequests(17) 
  snmpInGetResponses(18) 
  snmpInTraps(19) 
  snmpOutTooBigs(20) 
  snmpOutNoSuchNames(21) 
  snmpOutBadValues(22) 
  snmpOutGenErrs(24) 
  snmpOutGetRequests(25) 
  snmpOutGetNexts(26) 
  snmpOutSetRequests(27) 
  snmpOutGetResponses(28) 
  snmpOutTraps(29) 
  snmpEnableAuthenTraps(30) 
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３.３ ＴＲＡＰ情報の登録 
 
ＴＲＡＰフレームの送信用として、トラップ登録テーブルと、トラップ情報設定エリアの２つがあります。 
ＴＲＡＰフレームの送信を行う場合は、それぞれのテーブルにデータを設定する必要があります。 
 
各テーブルの構成を以下に記述します。 
 
３.３.１ トラップ情報登録エリア 

   トラップ情報登録エリア用の構造体が用意されています。 
   各種送信するトラップ毎に登録エリアを作成してください。 
   尚、コミュニティ名ＮＧトラップの情報と、Ｃｏｌｄスタートトラップの情報については、サンプル 
   として、作成してあります。（ただし、送信許可フラグは０クリアとしています。） 
 

    新規に追加する場合は、これらの設定エリアを参照しながら、追加を行ってください。 
 
   （１）構造体宣言 
  typedef struct { 
   U16  *InhFlag; /* 送信許可フラグへのポインタ */ 
   U8  TrapKind; /* Trap 種別   */ 
   U8  SpTrap;  /* SpecificTrapCode  */ 
   U16  MibNum;  /* 付加 MIB 数   */ 
   tMIB_INFO MibInfo[7]; /* ﾌﾚｰﾑ付加の MIB 情報  */ 
  }TRAP_TBL; 
 
  以下に各エリアの説明を記載いたします。 
 
   ① *InhFlag 
     Ｔｒａｐ別送信許可フラグのポインタを設定するエリアです。 
     ポインタのデータにより、そのＴｒａｐフレームを送信する／しないを設定することが可能です。 
     フラグ情報は、以下のとおりです。 
 
      *InhFlag = 0: Ｔｒａｐフレーム送信可 
      *InhFlag = 1: Ｔｒａｐフレーム送信不可 
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   ② TrapKind 
    Trap 種別を設定するエリアです。 
    設定できる内容は、以下のとおりです。 
    本エリアに設定する場合は、シンボル名を使用してください。 
 

表３.３.２－１ Ｔｒａｐ種別一覧 
 

シンボル ｺｰﾄﾞ 説明 

COLD_START ０ 送信ﾌﾟﾛﾄｺﾙｴﾝﾃｨﾃｨが再初期化され、ｴｰｼﾞｪﾝﾄの設定または、 
ｴﾝﾃｨﾃｨの実装が変更された可能性がある。 

WARM_START １ 送信ﾌﾟﾛﾄｺﾙが再初期化されたが、ｴｰｼﾞｪﾝﾄの設定と 
ﾌﾟﾛﾄｺﾙｴﾝﾃｨﾃｨの実装は変更されていない。 

LINK_DOWN ２ 通信ﾘﾝｸに障害が発生した。 

LINK_UP ３ 通信ﾘﾝｸが回復した。 

AUTHENTICATION_FAILURE ４ ｴｰｼﾞｪﾝﾄは、ﾏﾈｰｼﾞｬから不正なﾒｯｾｰｼﾞを受信した。 

EGP_NEIGHBOR_LOSS ５ ＥＧＰピアーのﾉｰﾄﾞがダウンした。 

ENTERPRISE_SPECIFIC ６ 特殊なトラップが発生した。 

 
  ③ SpTrap 
   ユーザカスタマイズ用のトラップコードを設定するエリアです。 
   ＴｒａｐＫｉｎｄ＝ENTERPRISE_SPECIFIC の場合は、本エリアはユニークな値が設定可能です。 
   それ以外の場合は、０を設定することをお勧めします。 
 
  ④ MibNum 
   Ｔｒａｐフレームに付加するＭＩＢの数を設定するエリアです。 
   本エリアは、１～７まで設定可能です。 
   尚、付加するＭＩＢなし（０設定）はサポートしておりませんので、必ず１件以上のＭＩＢを設定 
   するようにしてください。 
 
  ⑤ MibInfo[7] 
   Ｔｒａｐフレームに付加するＭＩＢの情報テーブルポインタ及び、付加するＭＩＢデータのデータＩｎ 
   ｄｅｘを設定するエリアです。 
   本エリアは、最大７件のテーブルポインタを登録することが可能です。 
   また、登録するＭＩＢが、７件未満の場合は、残りのポインタに、ＮＵＬＬを設定してください。 
    
   本エリアの構造体宣言は、以下の通りです。 
 
  typedef struct { 
   U32 InstNum;  /* データＩｎｄｅｘ番号  */ 
   MIB_TBL *MibPtr;  /* 登録 MIB テーブルポインタ */ 
  }tMIB_INFO;   /* Trap ﾌﾚｰﾑに付加する MIB 情報構造体 */ 
 
   ⅰ）InstNum 
   データＩｎｄｅｘを設定するエリアです。 
   付加するＭＩＢがスカラー型の場合は、設定値は０としてください。 
   テーブル型の場合は、付加するデータのＩｎｄｅｘ番号－１を設定してください。 
 
   ｅｘ）テーブル型の２番目のデータを付加する場合。 
      InstNum = １とします。 
 
   ⅱ）*MibPtr 
    付加する MIB の情報が設定されている MIB 情報テーブルポインタを設定するエリアです。 
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３.３.２ トラップ登録テーブル 

 
送信するトラップの種類別に、トラップ情報登録テーブルのポインタを設定するテーブルです。 
このテーブルは、送信するトラップの種類＋ストッパ分のインデックスが必要となります。 
また、このテーブルに、ＮＵＬＬポインタを設定した場合は、そのトラップは送信されません。 
 
 このテーブルのＩｎｄｅｘ値が、運用中に使用するトラップ種別コードとなります。 
 尚、テーブルの先頭Ｉｎｄｅｘは、コミュニティ名ＮＧトラップ専用、２番目のＩｄｅｘは、Ｃｏｌｄ 
 スタートトラップ先頭となっております。 
 
（１）エリア宣言 
 
 const TRAP_TBL* SNM_TrapPtrTbl[ENTRY_TRAP_NUM + 1] = { 
  NULL,    /* Community 名 NG Trap  */ 
  NULL,    /* BOOT Trap   */ 
  (TRAP_TBL *)TABLE_STOPPER 
}; 
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４．SNMPパラメータ設定 
 

ＳＮＭＰパラメータとは、以下の情報を示します。 
 
（１）コミュニティ名 
（２）フレーム受信用ＵＤＰポートＮｏ． 
（３）トラップ送信用ＵＤＰポートＮｏ．：（登録トラップ数分） 
（４）トラップ送信先ＳＮＭＰマネージャ ＩＰアドレス 
（５）トラップ送信する／しないフラグ 
 
これらのパラメータは、ユーザシステムにより、保存場所を各種不揮発性媒体にすることが可能です。 
そのため、本ＳＮＭＰでは、各パラメータ別の初期化関数の定義と、動作時に参照するパラメータエリアの 
定義についてのみ行います。 
パラメータの保存方法および、初期化関数の処理につきましては、ユーザカスタマイズといたします。 
 
 
４.１ コミュニティ名の定義 
 
登録ＩＰアドレス毎にコミュニティ名を設定する必要があります。 
 
（１）エリア宣言 
 
  typedef struct { 
  U8 Len;   /* コミュニティ名 レングス数 */ 
  U8 Name[255];  /* コミュニティ名 文字列 */ 
  }COMUNITY_INFO; 
 
  COMUNITY_INFO SNMP_Comunity[MAX_IPADRS]; 
 
※ ”MAX_IPADRS”は、登録ＩＰアドレス数です。 
  詳細につきましては、「ＴＣＰ／ＩＰプロトコルスタック ｙＳＯＣＫ２ 導入説明書」を参照願います。 
 
（２）初期化関数 
 
   ｖｏｉｄ ＳＮＭＰ＿ＩｎｉｔＣｏｍｍｕｎｉｔｙＮａｍｅ（ｖｏｉｄ） 
 
（３）注意事項 
  ①コミュニティ名レングス数＝０に設定した場合、ＳＮＭＰでは、“ｐｕｂｌｉｃ” 
  （デフォルトコミュニティ名）を使用します。 
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４.２ フレーム受信ポートの設定 
 
登録ＩＰアドレス毎にＳＮＭＰフレームの受信ポートＮｏ．を設定する必要があります。 
 
（１）格納エリア 
   U16  SNMP_RecvPort[MAX_IPADRS]; 
 
（２）初期化関数 
 
   ｖｏｉｄ ＳＮＭＰ＿ＩｎｉｔＲｅｃｖＰｏｒｔ（ｖｏｉｄ） 
 
（３）注意事項 
  ①ポートＮｏ＝０とした場合、ＳＮＭＰでは、１６１（デフォルトポートＮｏ）を使用します。 
 
  ②本ポートＮｏを１６１以外に設定する場合は、ＳＮＭＰ及び、その他のプロトコルが正常に通信でき 
   なくなる可能性がありますので、他のプロトコルのポートＮｏと重複しないようにしてください。 
 
 
４.３ トラップ送信先ＵＤＰポートの設定 
 
送信できるトラップの種類分、ＵＤＰポートの設定を行うことができます。 
 
（１）格納エリア 
   U16  SNMP_TrapPortTbl[MAX_IPADRS][ENTRY_TRAP_NUM]; 
 
 
（２）初期化関数 
   ｖｏｉｄ ＳＮＭＰ＿ＩｎｉｔＴｒａｐＰｏｒｔ（ｖｏｉｄ） 
 
（３）注意事項 
  ①ポートＮｏ＝０とした場合、ＳＮＭＰでは、全てのトラップを送信する際に、１６２ 
  （デフォルトポートＮｏ）を使用します。 
 
  ②本ポートＮｏを１６２以外に設定する場合は、ＳＮＭＰ及び、その他のプロトコルが正常に通信でき 
   なくなる可能性がありますので、他のプロトコルのポートＮｏと重複しないようにしてください。 
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４.４ トラップ送信先ＩＰアドレスの設定 
 トラップフレームを送信する際の、送信先ＳＮＭＰマネージャのＩＰアドレスを設定します。 
 登録ＩＰアドレス毎に、1件のＩＰアドレスを設定することが可能です。 
 
（１）格納エリア 
   typedef struct { 
  U16  flag;  /* SNMP ﾏﾈｰｼﾞｬ IP ｱﾄﾞﾚｽ登録 0=未登録,1=登録 */ 
  U16  IpLength; /* IP ｱﾄﾞﾚｽﾚﾝｸﾞｽ数   */ 
  U8  IpAdrs[16]; /* IP ｱﾄﾞﾚｽ値    */ 
   } MANE_INFO;    /* ﾏﾈｰｼﾞｬ IP ｱﾄﾞﾚｽ用 構造体  */ 
 
   MANE_INFO SNMP_TrapSendManagerIPAdrs[MAX_IPADRS]; 
 
（２）初期化関数 
   ｖｏｉｄ ＳＮＭＰ＿ＩｎｉｔＴｒａｐＳｅｎｄＭａｎａｇｅｒＩｐＡｄｒｓ（ｖｏｉｄ） 
 
（３）注意事項 
  ①本項目を設定しなかった場合は、トラップ送信は行われません。 
 
 
４.５ トラップ送信Ｅｎａｂｌｅフラグ 
トラップフレームの送信する／しないを設定します。 
登録 IP ｱﾄﾞﾚｽ毎に、フラグ設定が可能です。 
 
（１）エリア宣言 
 
   U32 SNMP_TrapEnableFlag[MAX_IPADRS]; 
 
（２）初期化関数 
 
   ｖｏｉｄ ＳＮＭＰ＿ＩｎｉｔＴｒａｐＥｎａｂｌｅＦｌａｇ（ｖｏｉｄ） 
 
（３）注意事項 
 
   なし。 
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